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給与

人事行政の人事行政の運営等の公表

勤務時間、その他勤務条件

分限・懲戒処分

服務研修・勤務成績評定

任免・職員数

人件費の状況（令和 7 年度一般会計決算）
人件費 10 億 3,732 万円

職員給与費の状況（令和 8 年度一般会計予算）

職員数
給与費

給料 職員手当等 期末・勤勉手当 計

107 人
（ 44 人）

4億1,268万円
（1億1,798万円）

5,101 万円
（ 140 万円）

1億7,446万円
（ 4,478万円）

6億6,815万円
（1億6,416万円）

※職員数 107 人のうち、2 人分の給料を介護保険事業特別会計に
　おいて計上しているため、給料の職員数については 105 人とな
　ります。
※（　）内は、フルタイム会計年度任用職員で、外書きとします。

職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（令和8年4月実績）
職種 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 42.6 歳 331,191 円 368,089 円

技能労務職 ‐ ‐ ‐
※該当者が 3 人以下の箇所は非記載となります。

職員の初任給の状況（令和 8 年 4 月 1 日現在）
職種 学歴 初任給 2 年後給料

一般行政職
大学卒 232,000 円 240,900 円

高校卒 200,300 円 211,600 円

技能労務職
大学卒 219,400 円 230,400 円

高校卒 191,400 円 199,200 円

一般行政職の級別職員数の状況（令和 8 年 4 月 1 日現在）
区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

標準的な
職務内容

事務補、技術補
主事補、技師補 主事・技師 主査 係長 課長補佐等

課長等 課長等

職員数 14 人 8 人 21 人 23 人 9 人 14 人

昇給期間の短縮の状況（令和 7 年度実績及び令和 6 年度実績）
区分 職員数 普通昇給期間を短縮して昇給した職員数

令和 7 年度 138 人 0 人

令和 6 年度 157 人 0 人

職員手当の状況（令和 8 年 4 月 1 日現在）

7 年度 6 月期 12 月期 計 平均支給額
（7年度実績1人当たり）

期末手当 1.2625 月分 1.2625 月分 2.525 月分
1,642,000 円

勤勉手当 1.0625 月分 1.0625 月分 2.125 月分

区分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 30 年 最高限度

退職手当
自己都合 19.6695 月分 28.0395 月分 34.7355 月分 47.709 月分
勧奨・定年 24.586875 月分 33.27075 月分 40.80375 月分 47.709 月分

7 年度 1 人当たり平均支給額　1,529 千円（6 人）

令和 7 年度 支給実績 支給職員 1 人当たり
平均支給年額

職員全体に占める
手当支給職員割合

特殊勤務手当
（9 種類） 9,029 千円 347,269 円 18.4％

区分 支給年度 支給実績 平均支給額
（支給職員 1 人当たり）

時間外勤務手当
令和 7 年度決算 29,051 千円 178,227 円
令和 6 年度決算 21,383 千円 136,200 円

区分 支給対象 支給金額 支給実績
（7 年度）

扶養手当
子 13,000 円

9,870 千円父母等 6,500 円
満 15 ～ 22 歳まで子 1 人加算 5,000 円

住居手当
借家、借間居住者の支給限度額 28,000 円

9,220 千円
自宅所有者　取得後 5 年まで 10,000 円

通勤手当
交通機関利用者は運賃に応じ支給

656 千円
自家用車使用者は距離に応じ支給

管理職手当
給料月額に次の割合を乗じる
課長等　　　　100 分の 9
課長補佐等　　100 分の 7
医師　　　　　100 分の 13

17,589 千円

特別職の報酬等の状況（令和 8 年 4 月 1 日現在）

区分 給料・報酬月額 期末手当
（7 年度支給割合）

退職手当算定方式
（12 月につき）

町 長 786,000 円

4.65 月分

5.126 月分
副 町 長 629,000 円 3.234 月分
教 育 長 565,000 円 2.838 月分
議 会 議 長 280,000 円
議 会 副 議 長 220,000 円
議 会 委 員 長 195,000 円
議 会 議 員 180,000 円

新規採用職員数
令和 8 年
４月１日

一般行政職 1 人、医療職 4 人
技能労務職 ０人、教育職 ０人

令和 7 年度 一般行政職 5 人、医療職 3 人
技能労務職 3 人、教育職 0 人

再任用の状況（令和 8 年 4 月 1 日）
再任用職員数 0 人

退職者数（令和 7 年度）
定年退職 0 人 勧奨退職 0 人
その他 6 人 再就職した者 0 人

身体障がい者の任用状況（令和 8 年 6 月 1 日現在）
任用職員数 7 人

女性職員の登用状況（令和 8 年 4 月 1 日現在）
課長等 課長補佐等 係長 主査 係 計
2 人 5 人 4 人 8 人 33 人 52 人

定員適正化の状況
年次別進捗状況（各年 4 月 1 日現在）

区分 令和 4 年 令和 5 年 令和 6 年 令和 7 年 令和 8 年
一般行政部門 90 人 92 人 95 人 83 人 92 人
特別行政部門 12 人 12 人 11 人 7 人 9 人

公営企業等会計部門 46 人 51 人 51 人 48 人 46 人
合計 148 人 155 人 157 人 138 人 147 人

部門別職員数の状況（令和 8 年 4 月 1 日現在）

区分
職員数

対前年増減数
8 年度 7 年度

一般行政部門 92 人 83 人 9 人
特別行政部門 9 人 7 人 2 人

公営企業等会計部門 46 人 48 人 △ 2 人

合計 147 人
（ 55 人）

138 人
（ 48 人）

9 人
（ 7 人）

一般職員の勤務時間の状況（令和 8 年 4 月 1 日現在）
勤務時間（週） 開始時刻 終了時刻 休憩時間
38 時間 45 分 8 時 30 分 17 時 15 分 12 時～ 13 時

※（　）内は、フルタイム会計年度任用職員で、外書きとします。

年次有給休暇の取得状況（令和 7 年実績）
総付与日数 総使用日数 対象職員数 平均取得日数 取得率
5,288 日 1,883 日 153 人 12.3 日 35.6％

介護休暇の取得状況（令和 7 年度）
介護休暇の承認件数 0 件

休暇制度の概要（令和 8 年 4 月 1 日）
休暇の種類 休暇を与える期間等
年次休暇 1年につき20日。残日数の20日を限度として翌年に繰越すことができる。
夏季休暇 6 月から 10 月の期間内において連続する 3 日の範囲内。

忌引の休暇 死亡した者の続柄に応じて、1 日から 7 日の範囲内。

育児休業の取得状況（令和 7 年度）
育児休業の承認件数 3 件

育児休業期間延長の承認件数 0 件

研修の状況（令和 7 年度）
研修名 実施主体 人数

管理能力研修　他 北海道市町村職員研修センター 8 人
新規採用職員研修　他 オホーツク町村会 24 人
ハラスメント研修　他 雄武町 180 人

その他福利厚生事業の状況（令和 7 年度）
雄武町職員永年勤続表彰 1 人

人事評価の評定の状況（令和 7 年度）
評定の回数 1 回
評定の時期 4 月

評定の対象人数 151 人

職務専念義務免除の概要
研修を受ける場合、厚生に関する計画の実施に参加する場合、任命権者が定める場合

福利・利益の保護
健康管理事業の状況（令和 7 年度）

健康診断受診職員数 52 人
総合健診受診職員数 104 人

親睦会等への補助金（負担金）状況（令和 7 年度）
北海道市町村職員福祉協会負担金 514 千円

分限処分者数（令和 7 年度） 7 人

懲戒処分者数（令和 7 年度） 0 人

　本町の人事行政の運営等の状況について、その公平性と透明性を高めることを目的とした
「雄武町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、次のとおり公表します。

問総務課職員厚生係
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雄武町戦没者追悼式

恒久的な平和を願って
8/
28

　令和8年度雄武町戦没者追悼式が町民センター
で挙行されました。式典では、国歌斉唱後に黙と
うが行われ、雄武町遺族会副会長の久保田忠直氏
が「二度と悲惨な戦争を繰り返さないために、こ
の大戦が残した教訓を次の世代へしっかりと伝え
続けていきたい」と追悼の辞を述べられました。
最後に、戦没者の英霊に対して参列者全員で献花
を行い、戦没者の冥福と平和を祈りました。

↑戦没者への献花を行う様子

　雄武町国民健康保険病院で、第 2 回健康まつりが開催されました。今回は、前夜祭と本祭の 2 日間にわたっ
て行われ、町内外から約 300 名が来場しました。
　前夜祭では、舞灯雄武によるよさこい演舞や、磯部副院長による生活習慣病と心臓病をテーマにした健康
講演会が行われました。
　本祭では、リハビリ室や透析室などの、普段は見る機会のない設備や機器に触れる催しのほか、栄養相談
やお薬相談なども行われ、来場者の疑問などに答えていました。中でも、健康チェックができるブースでは、
血管年齢測定が人気を集め、多くの人でにぎわっていました。また、町と地域包括連携協定を締結している
北海道科学大学による「かけっこが速くなる準備体操」が行われ、子どもたちや高校生が楽しそうに体を動
かしていました。さらに、秀毛院長と山星事務長による漫才なども行われ、会場は笑いに包まれていました。
　まつりではスタンプラリーが実施され、指定されたコーナーを 3 つ以上体験した方は、抽選会に参加でき、
当選者には健康グッズがプレゼントされました。
　来場者からは「普段体験できないことができて興味深かった」「ちょっとした不安が解消された」といっ
た声が聞かれ、健康について楽しく学ぶ機会となったようでした。

第 2 回雄武町国保病院健康まつり

みんなで健康をチェック！
9/
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２
】
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お
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と
な
り
ま
し
た
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令
和
7
年
度
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１
３
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事
務
事
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い
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の
方
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し
ま
し
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一
次
評
価　
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自
己
評
価（
３
１
３
件
）

　
担
当
課
が
自
ら
行
う
評
価
。

二
次
評
価　
―　
評
価
会
議
（
52
件
）

　
自
己
評
価
の
う
ち
、
内
容
の
聞
き
取
り

が
必
要
と
認
め
る
事
務
事
業
に
つ
い
て
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副
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長
な
ど
で
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す
る
評
価
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議
が
行

う
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価
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た
行
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図
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、
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止
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ど
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、
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じ
て
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務
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業
を
再
構
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、
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ズ
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る
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切
な
対
応
や
持
続
可

能
な
行
財
政
基
盤
を
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立
し
ま
す
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長
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価
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０
件
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価
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た
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業
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ち
、
特
に
必
要
と
認
め
る
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務
事
業
に
つ

い
て
町
長
が
行
う
評
価
。

　

評
価
調
書
は
、
役
場
窓
口
お
よ
び
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
、
広
く
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
評
価
結
果
は
確
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
以
降
の
行
政

評
価
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
意
見
募
集
期
限

　
10
月
30
日
㈮　
17
時
ま
で

※
意
見
の
提
出
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

　

担
当
係
へ
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

　
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

　
だ
さ
い
。

問
総
合
政
策
課
政
策
調
整
係

【表１】総合評価

区分 事業数 内　　　容

Ａ 283 件　
良好に進んだ
計画どおり事業を進めることが適当

Ｂ 26 件　
おおむね良好に進んだ
事業の進め方に改善が必要

Ｃ 3 件　
計画を達成できていない
事業規模や内容などの見直しが必要

Ｄ 1 件　
事業効果が表れていない
事業の統合、休・廃止の検討が必要

計 313 件　

【表２】今後の展開方向
区　分 事業数 内　　　容

現状維持 252 件
事業内容、事業量に大きな変更がなく、
予算増減が少ないもの

見直し・変更 20 件
事業効果の発現等、根本的に事業内容
の見直し・変更を要するもの

拡　充 15 件
事業内容、事業量に相当程度の変更が
あり、予算増を伴うもの

縮　小 4 件
事業内容、事業量に相当程度の変更が
あり、予算減を伴うもの

統　合 0 件
事業内容の類似する事業に統合するも
の

終　了 17 件
単年度事業、期間満了により事業が終
了となるもの

休　止 4 件
事業を休止するもの（状況に応じ事業
を再開）

廃　止 1 件 事業を取り止めるもの

計 313 件

評
価
調
書
の
公
表

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

計　画
ＰＬＡＮ

実　施
ＤＯ

評　価
ＣＨＥＣＫ

改　善
ＡＣＴＩＯＮ ＰＤＣＡサイクル
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入
居
募
集
に
つ
い
て

◉潮見町有住宅
間取 建築年度 戸数 家賃 単身

継続 3LDK 昭和 57 年 1 37,600 円 不可（要相談）

住
　
宅

入
居
資
格

《
共
通
事
項
》

	・�

雄
武
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
ま
た

は
有
す
る
こ
と
に
な
る
方
。

	・
町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

◉
町
営
住
宅

	・�

所
得
が
政
令
月
収
で
一
般
世
帯
は

15
万
8
千
円
、
裁
量
世
帯
は
25
万
9
千

円
を
超
え
な
い
こ
と
。

※�

政
令
月
収
と
は
、
給
与
所
得
者
は
1
年

間
の
給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
に
、
自

営
業
者
は
1
年
間
の
事
業
所
得
か
ら
必

要
経
費
を
控
除
し
た
金
額
に
、
扶
養
控

除
な
ど
を
差
し
引
い
た
額
を
12
で
除
し

た
も
の
で
す
。

※�

裁
量
世
帯
と
は
、
高
齢
者
世
帯
（
60
歳

以
上
）、
高
齢
者
と
18
歳
未
満
の
世
帯
、

障
が
い
者
（
障
が
い
の
程
度
に
よ
る
）

が
い
る
世
帯
、
乳
幼
児
が
い
る
世
帯
、

婚
姻
後
2
年
以
内
で
夫
婦
と
も
に
35
歳

未
満
の
世
帯
（
小
学
生
以
下
の
児
童
が

い
る
場
合
も
可
）
な
ど
で
す
。

◉
サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
レ
ッ
ヂ

・
満
50
歳
未
満
の
単
身
勤
労
者
で
あ
る
こ

と
。

◉
寡
婦
住
宅

・
45
歳
以
上
65
歳
未
満
の
単
身
者
で
寡
婦

で
あ
る
こ
と
。

◉
勤
労
者
住
宅
・
町
有
住
宅

・
勤
労
者
住
宅
お
よ
び
町
有
住
宅
は
入
居

の
要
件
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
願
い
ま
す
。

申
込
方
法

・�

役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
、
入
居

す
る
方
の
住
民
票
を
添
え
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
令
和
8
年
1
月
1
日
に
他
市
町
村
に
お

い
て
住
民
登
録
さ
れ
て
い
た
方
は
、
当

該
市
町
村
で
発
行
さ
れ
る
市
町
村
民

税
課
税
証
明
書
、
所
得
証
明
書
な
ど
の

直
近
1
年
分
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

と
、
納
税
証
明
書
も
あ
わ
せ
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
町
営
住
宅
に
申
し
込
み
の
際
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

・
申
込
者
多
数
の
と
き
は
、
住
宅
困
窮
度

の
高
い
方
か
ら
入
居
決
定
し
、
困
窮
度

が
同
じ
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

※
最
新
の
住
宅
情
報
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
申
込
用
紙
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

�http
://w

w
w
.to
w
n.o
um
u.

hokkaido.jp/

※
住
宅
使
用
料
の
お
支
払
い
に
は
、
安
心

　
便
利
な
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

※
入
居
者
が
町
営
住
宅
を
引
き
続
き
30
日

　
以
上
使
用
し
な
い
と
き
は
、
届
け
出
が

　
必
要
と
な
り
ま
す
。
正
当
な
事
由
に
よ

　
ら
な
い
で
30
日
以
上
町
営
住
宅
を
使
用

　
し
な
い
と
き
は
、
明
け
渡
し
を
求
め
る

　
こ
と
が
あ
り
え
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

　
く
だ
さ
い
。

◉町営住宅
団地名 間取 建築年度 戸数 家賃 単身

新規
新日の出 3LDK 平成 29 年 1 25,000 円 ～ 57,400 円 不可（要相談）
緑町 3LDK 平成 22 年 1 19,100 円 ～ 44,000 円 不可（要相談）
緑町 3LDK 平成 24 年 1 19,500 円 ～ 44,900 円 不可（要相談）

継続

旭日 3LDK 平成 5 ～ 11 年 7 22,400 円 ～ 52,700 円 不可（要相談）
新日の出 3LDK 平成 25 年 1 24,000 円 ～ 55,200 円 不可（要相談）
新日の出 2LDK 平成 28 年 1 20,800 円 ～ 47,800 円 不可（要相談）
新日の出 2LDK 平成 29 年 1 21,000 円 ～ 48,200 円 不可（要相談）
宮下 3LDK 昭和 59 ～ 60 年 4 13,100 円 ～ 32,000 円 不可（要相談）
末広二区 3LDK 昭和 58 年 1 12,900 円 ～ 29,800 円 不可（要相談）
緑町 2LDK 平成 20 年 1 15,900 円 ～ 36,600 円 不可（要相談）
緑町 2LDK 平成 22 年 1 16,200 円 ～ 37,300 円 不可（要相談）
緑町 2LDK 平成 23 年 1 16,400 円 ～ 37,700 円 不可（要相談）
緑町 3LDK 平成 24 年 1 19,500 円 ～ 44,900 円 不可（要相談）
新町 1LDK 平成元年 1 9,100 円 ～ 21,100 円 可
潮見 3LDK 昭和 61 年 2 16,000 円 ～ 36,900 円 不可（要相談）
魚田 3DK 昭和 52 年 1 8,500 円 ～ 19,700 円 可
魚田 3LDK 昭和 55 年 1 11,500 円 ～ 26,600 円 不可（要相談）
幌内 3LDK 昭和 51 ～ 59 年 2 7,800 円 ～ 28,100 円 可

◉サンライズビレッヂ
間取 建築年度 戸数 家賃 単身

継続 1LDK 平成 5 ～ 6 年 4 30,000 円 専用

◉勤労者住宅
間取 建築年度 戸数 家賃 単身

新規 1K 平成 28 年 1 34,000 円 専用

◉日の出仲町町有住宅
間取 建築年度 戸数 家賃 単身

継続 3LDK 昭和 60 年 1 40,000 円 不可（要相談）

◉寡婦住宅
間取 建築年度 戸数 家賃 単身

継続 1LDK 平成 22 年 1 12,000 円 
～ 27,600 円 専用

※
令
和
8
年
9
月
11
日
か
ら
、
次
の
と
お

　
り
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
レ
ッ
ジ
の
入
居
要

　
件
を
緩
和
し
て
い
ま
す
。

入
居
要
件
緩
和
事
項

①
入
居
資
格
に
つ
い
て
、「
独
身
勤
労
者
」

　
か
ら
「
単
身
勤
労
者
」
に
変
更
し
ま
し

　
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
既
婚
者
で
あ
っ
て

　
も
、
単
身
赴
任
な
ど
で
雄
武
町
に
転
入

　
す
る
場
合
な
ど
に
入
居
で
き
る
こ
と
と

　
な
り
ま
し
た
。

②
年
齢
要
件
を「
満
35
歳
未
満
」か
ら「
満

　

50
歳
未
満
」
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
入
居
後
の
明
け
渡
し
請
求
の
年

　
齢
も
「
40
歳
」
か
ら
「
55
歳
」
に
引
き

　
上
げ
ま
し
た
。

応
募
締
切

新
規　
10
月
15
日
㈭

継
続　
随
時
受
付

※�

問
い
合
わ
せ
時
に
募
集
を
終
了
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
財
務
政
策
課
管
財
係
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里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り

家
庭
で
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち

を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
て
、
愛
情
と

ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る

方
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
現
在
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
に
は
約
50
組

の
里
親
さ
ん
が
お
り
、
約
30
名
の
子
ど
も

た
ち
が
里
親
家
庭
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
里
親
に
は
「
養
育
里
親
」「
専
門
里
親
」

「
養
子
縁
組
里
親
」「
親
族
里
親
」
の
4

つ
の
種
類
が
あ
り
、養
子
縁
組
を
し
た
い
、

祖
父
母
が
孫
を
育
て
て
い
る
な
ど
の
事
情

に
応
じ
た
区
分
も
あ
り
ま
す
。

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
は
、
子
ど
も
の
年

齢
や
里
親
さ
ん
と
の
相
性
な
ど
も
考
慮
し

て
委
託
先
を
決
め
る
た
め
、
管
内
各
地
に

里
親
さ
ん
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
里
親
と
し
て
登
録
い
た
だ
き
、

家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
子
供
た
ち
の
養
育
を

担
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
里
親
を
希
望
さ
れ
る
方
、
里
親
制
度
に

つ
い
て
も
う
少
し
知
り
た
い
方
は
、
担
当

者
か
ら
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
お

仲
間
で
里
親
制
度
の
こ
と
を
聞
い
て
み
た

い
と
い
う
場
合
も
、
担
当
者
が
お
伺
い
し

て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能

で
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

子
育
て

里
親
制
度
に
つ
い
て

問
北
海
道
北
見
児
童
相
談
所
地
域
支
援
課

〒
０
９
０
‐
０
０
６
１

　
北
見
市
東
陵
町
36
番
地
3

☎
０
１
５
７
‐
２
４
‐
３
４
９
８
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消
　
防

目
的

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
な
ど
を

中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間

　
10
月
15
日
㈭
～
31
日
㈯

重
点
目
標

・
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

・
乾
燥
時
お
よ
び
強
風
時
の
火
災
発
生
防

　
止
対
策
の
推
進

・
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

・
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策

　
の
徹
底

・
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た
取
組

　
の
推
進

・
多
数
の
者
が
集
合
す
る
催
し
に
対
す
る

　
火
災
予
防
指
導
な
ど
の
徹
底

問
紋
別
地
区
消
防
組
合
消
防
署
雄
武
支
署

秋
の
火
災
予
防
運
動
に
つ
い
て
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保
　
健

募
　
集

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

　
定
期
接
種
の
対
象
期
間
は
令
和
9
年
3

月
31
日
ま
で
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に

よ
っ
て
は
2
か
月
の
期
間
を
あ
け
て
2
回

の
接
種
が
必
要
で
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ

る
方
は
計
画
的
に
接
種
で
き
る
よ
う
ご
留

意
く
だ
さ
い
。

※
本
年
度
の
対
象
者
に
は
、
4
月
に
個
別

　
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
対
象
者

　
令
和
8
年
度
（
令
和
8
年
4
月
1
日
～

令
和
9
年
3
月
31
日
）
に
、
年
齢
が
65
・

70
・
75
・
80
・
85
・
90
・
95
・
1
0
0

歳
に
な
る
方
。
ま
た
は
、
60
～
65
歳
未
満

で
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免

疫
の
機
能
の
障
害
を
有
し
、
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す

る
方
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
定
期
接
種
の
対
象
は
、
満
65
歳
の
誕
生

日
か
ら
1
年
間
の
み
で
す
の
で
、
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
66
歳
の
誕
生
日
を
迎

一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
）

　
受
験
資
格

　
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

　
募
集
期
限

　
　
11
月
20
日
㈮
ま
で

　
試
験
日

　
　
一
次
試
験

　
　
　
11
月
28
日
㈯
～
12
月
6
日
㈰

　
　
二
次
試
験

　
　
　
令
和
9
年
1
月
7
日
㈭
～
13
日
㈬

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
任
期
制
自
衛
官
）

　
受
験
資
格

　
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男
女

　
募
集
期
間

　
　
年
間
を
通
し
て
募
集

　
試
験
日

　
　
毎
月
実
施

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　
受
験
資
格

　
　
　
令
和
９
年
４
月
１
日
現
在
、
15
歳

　
　
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
（
平
成
22
年

　
　
４
月
２
日
か
ら
平
成
24
年
４
月
１
日

　
　
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
者
）
で
、
中

　
　
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

　
　
の
前
期
課
程
修
了
者
（
令
和
９
年
３

　
　
月
に
中
学
校
卒
業
ま
た
は
中
等
教
育

自
衛
官
募
集
に
つ
い
て

各
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ
い
て

　
オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
ろ

う
」
で
は
、
経
済
的
に
暮
ら
し
が
成
り
立

オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う

無
料
相
談
会
に
つ
い
て
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源
泉
徴
収
税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

体
験
コ
ー
ナ
ー
と
は
、
e
‐
T
a
x
ソ

フ
ト
（
W
E
B
版
）
と
同
様
の
画
面
操

作
を
用
い
て
、
給
与
所
得
・
退
職
所
得
等

の
所
得
税
徴
収
高
計
算
書
（
一
般
用
お
よ

び
納
付
特
例
用
）
お
よ
び
報
酬
・
料
金
な

ど
の
所
得
税
徴
収
高
計
算
書
に
つ
い
て
、

作
成
・
送
信
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
手

続
（
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
）
の
一
連
の
流
れ
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
で
す
。

　
こ
の
度
、
紋
別
税
務
署
で
は
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利

便
性
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
継
続
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
源
泉
所
得
税

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
体
験
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、毎
月
10
日
と
月
末
は
、「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
推
進
デ
ー
」
と
し
て
、
税
務
署

窓
口
に
納
税
で
来
署
さ
れ
た
方
を
対
象

に
、
職
員
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
に
つ

い
て
丁
寧
に
説
明
を
行
う
こ
と
や
、
職
員

が
サ
ポ
ー
ト
し
て
実
際
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
の
利
便
性
を
体
験
し
て
い
た
だ
く

日
と
し
て
い
ま
す
。

問
紋
別
税
務
署
総
務
課

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
１
９
１

税
　
金

源
泉
所
得
税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

体
験
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
つ
い
て 

　
国
税
庁
で
は
、「
あ
ら
ゆ
る
税
務
手
続

が
税
務
署
に
行
か
ず
に
で
き
る
社
会
」
の

実
現
を
目
指
し
、
税
務
行
政
の
D
X
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
署
窓
口
相
談
か
ら
電
話
相
談
へ
、
電
話

相
談
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
つ
な
が
る
施
策
を

実
施
す
る
た
め
、
紋
別
税
務
署
に
お
い
て

も
窓
口
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
見
直
し
の
一
環
と
し
て
、
来
署
し
た
納

税
者
の
一
般
相
談
に
は
、
税
務
署
に
設
置

し
た
直
通
電
話
か
ら
専
門
職
員
が
対
応
す

る
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
案
内
し
て
お

り
、
税
務
署
職
員
と
の
相
談
は
事
前
予
約

制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、納
税
者
の
自
己
解
決
に
向
け
て
、

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
」
お
よ
び
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
の

利
用
に
向
け
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用

を
促
進
し
つ
つ
、
窓
口
・
相
談
事
務
全
体

の
効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
順
次
、
署

窓
口
に
お
け
る
用
紙
の
配
付
方
法
を
見
直

す
こ
と
と
し
て
お
り
、
用
紙
が
必
要
な
場

合
に
お
い
て
は
、
可
能
な
限
り
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
活
用
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、

税
務
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
普
及
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、税
務
署
だ
け
で
な
く
、

納
税
者
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
い
く
方
が
効
果
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

紋
別
税
務
署
窓
口
無
人
化
へ
の
試
行
的

取
り
組
み
に
つ
い
て

い
し
ま
す
。

問
紋
別
税
務
署
総
務
課

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
１
９
１

社
会
福
祉

　

今
年
度
、
1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ
た

中
島
よ
す
子
さ
ん
と
中
村
清
一
郎
さ
ん

に
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
状
と
記
念
品

（
銀
杯
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
地
域
福
祉
課
社
会
福
祉
係

1
0
0
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
学
校
の
前
期
課
程
修
了
見
込
み
の
者

　
　
を
含
む
）。

　
募
集
期
限

　
　
令
和
９
年
１
月
14
日
㈭
ま
で

　
試
験
日

　
　
一
次
試
験

　
　
　
令
和
９
年
１
月
23
日
㈯
～
24
日
㈰

　
　
　
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

　
　
二
次
試
験

　
　
　
令
和
９
年
２
月
11
日
㈭
～
14
日
㈰

　
　
　
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

問
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
紋
別
地
域

　
事
務
所

☎
0
1
5
8
‐
2
3
‐
2
6
9
6

募
集
担
当　
辻
山

え
る
前
日
ま
で
に
接
種
さ
れ
る
よ
う
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
過
去
に
本
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、
定
期
接
種
の

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ

さ
い
。

問
健
康
推
進
課
保
健
係

↑（左から）中島さん、新谷副町長

た
な
い
な
ど
の
困
り
ご
と
を
ど
う
し
た
ら

解
決
で
き
る
か
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

す
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
程

　
令
和
8
年
10
月
21
日
㈬
、11
月
18
日
㈬
、

　
　
　
　
　
12
月
16
日
㈬

　
令
和
9
年
1
月
20
日
㈬
、2
月
17
日
㈬
、

　
　
　
　
　
３
月
17
日
㈬

時
間　
10
時
～
15
時

場
所　
役
場
庁
舎
別
館　
中
会
議
室

利
用
方
法

　
希
望
日
前
日
の
12
時
ま
で
に
、
次
の
問

い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う

〒
０
９
０
‐
０
０
６
４

　
北
見
市
美
芳
町
5
丁
目
2
‐
13

　
エ
ム
リ
ン
ク
ビ
ル
2
F

　
N
P
O
法
人
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
３
１
１
０

　
本
町
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

を
活
用
し
、
産
業
の
担
い
手
不
足
の
解
消

や
事
業
者
の
新
た
な
取
り
組
み
を
促
進
す

る
た
め
、
協
力
隊
員
の
受
入
れ
・
育
成
に

取
り
組
む
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
事
業
所
数

　
令
和
８
年
度　
１
事
業
所
程
度

　
令
和
９
年
度　
２
事
業
所
程
度

　
※
１
事
業
所
あ
た
り
年
１
名
ま
で

雇
用
形
態

　
原
則
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
（
週
５
日
・
週

40
時
間
）
と
し
、
勤
務
日
・
時
間
は
受
入

事
業
所
と
隊
員
が
協
議
し
て
決
定
し
ま

す
。任
期
は
１
年
以
内（
最
長
３
年
）で
す
。

申
込
方
法
・
期
限

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

雄
武
町
委
託
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊

受
入
事
業
所
の
募
集
に
つ
い
て

し
、
10
月
20
日
㈫
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く

　
だ
さ
い
。

問
総
合
政
策
課
地
域
経
営
係

統
　
計

　
雄
武
町
基
本
調
査
は
、
本
年
10
月
1
日

現
在
で
町
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
と

世
帯
が
対
象
で
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
町
の
最
も
基
本
的
な
資

料
と
な
る
人
口
や
世
帯
数
の
ほ
か
、
産
業

別
の
人
口
構
成
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
変

化
す
る
複
雑
な
社
会
情
勢
に
対
応
す
る
た

め
、
町
独
自
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
今
回
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利

便
性
向
上
や
今
後
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
施

策
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
利
用
実
態・ニ
ー
ズ
調
査
」

を
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

　
町
行
政
に
直
接
役
立
つ
資
料
を
得
る
た

め
の
大
変
重
要
な
調
査
と
な
り
ま
す
。
町

の
統
計
調
査
員
が
調
査
票
を
各
世
帯
に
配

布
・
回
収
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
総
務
課
広
報
統
計
係

問
D
X
推
進
室
推
進
係

雄
武
町
基
本
調
査
に
つ
い
て
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そ
の
他

　
10
月
は
、
不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間
で

す
。

　
不
正
軽
油
と
は
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
燃

料
と
し
て
使
わ
れ
る
軽
油
に
灯
油
や
重
油

な
ど
を
混
ぜ
た
も
の
や
、
重
油
に
薬
品
を

混
ぜ
て
脱
色
し
軽
油
と
偽
っ
た
も
の
を
い

い
、
こ
れ
ら
を
製
造
・
販
売
・
使
用
す
る

こ
と
は
悪
質
な
脱
税
行
為
と
し
て
逮
捕
さ

れ
る
犯
罪
に
な
り
ま
す
。

　
北
海
道
で
は
、
不
正
軽
油
撲
滅
に
向
け

て
関
係
機
関
と
連
携
し
、
取
り
締
ま
り
を

さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。

　
購
入
し
た
軽
油
を
使
用
し
た
ら
車
の
調

子
が
悪
く
な
っ
た
、
安
い
軽
油
の
売
り
込

み
が
あ
っ
た
な
ど
、
不
正
軽
油
と
思
わ
れ

る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
次
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
1
1
0
番

☎
０
８
０
0
‐
８
０
０
２
‐
１
１
０

　
（
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
）

通
報
フ
ォ
ー
ム

https://w
w

w
.harp.

lg.jp/SksJum
inW

eb/
EntryForm

?id=
Z

V
nR

W
U

O
v

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
紋
別
道
税

　
事
務
所
（
紋
別
市
幸
町
6
丁
目
）

☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
２
６
２
６

不
正
軽
油
防
止
強
化
月
間
に
つ
い
て

　
解
雇
や
賃
金
未
払
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
の
労
働
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　
土
地
の
売
買
・
賃
借
・
交
換
・
営
業
譲

渡
な
ど
、
大
規
模
な
面
積
の
土
地
取
引
に

係
る
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

土
地
が
所
在
す
る
市
町
村
に
届
け
出
が
必

要
で
す
。

　
雄
武
町
で
は
、
取
引
面
積
が
都
市
計
画

区
域
で
５
千
㎡
以
上
、
そ
の
ほ
か
の
区
域

で
１
万
㎡
以
上
の
場
合
に
届
け
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

届
出
者

　
土
地
の
権
利
取
得
者

　
※
売
買
で
あ
れ
ば
買
主

届
出
期
限

　
契
約
締
結
日
を
含
め
２
週
間
以
内

届
出
事
項

・
契
約
当
事
者
の
氏
名
・
住
所
等

・
契
約
締
結
年
月
日

・
土
地
の
所
在
・
面
積

・
権
利
の
種
別
・
内
容

・
取
得
し
た
土
地
の
利
用
目
的

・
土
地
対
価
の
額

提
出
書
類

・
届
出
書

・
土
地
取
引
に
係
る
契
約
書
の
写
し
、
ま

　
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

・
土
地
お
よ
び
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に

　
し
た
５
千
分
の
１
以
上
の
図
面

・
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た
５
百
分

　
の
１
か
ら
２
千
分
の
１
程
度
の
図
面

・
そ
の
他
（
委
任
状
な
ど
）

罰
則

　
届
け
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
6
か
月
以
内
の
懲

役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）。

問
総
合
政
策
課
政
策
調
整
係

個
別
的
労
使
紛
争
あ
っ
せ
ん
制
度
に

つ
い
て

人
　
事

9
月
1
日
付

9
月
5
日
付

▼
総
合
政
策
課
長
兼
公
共
交
通
対
策
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田　
忠
和

▼
住
民
生
活
課
長
兼
D
X
推
進
室
長
兼

　
地
域
福
祉
課
長　
　
　
　
河
原　
　
学

▼
総
務
課
付
課
長
補
佐　
　
林
崎　
光
也

▼
地
域
福
祉
課
付
課
長
補
佐
（
社
会
福
祉

　
法
人
雄
武
町
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口　
敦
史

▼
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係
長
兼
戸
籍
住

　
民
係
長　
　
　
　
　
　
苫
米
地　
幸
二

▼
総
合
政
策
課
政
策
調
整
係
長
兼
地
域
経

　
営
係
長
兼
公
共
交
通
対
策
室
対
策
係
長

　
　
小
俣　
博
和

▼
地
域
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長高

橋　
　
秀

▼
総
合
政
策
課
付
係
長　
　
本
村　
昻
平

▼
国
保
病
院
看
護
師　
　
久
々
江　
美
香

▼
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係
主
査

花
松　
賢
一

　
9
月
の
雄
武
町
議
会
定
例
会
で
同
意
を

得
て
、
10
月
1
日
付
け
で
河
島
仁
氏
を
雄

武
町
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
（
再
任
）

し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
は
、
町
長
か
ら
任
命
さ
れ

た
教
育
長
と
4
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、

町
の
教
育
行
政
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
審

議
、
決
定
を
し
て
い
ま
す
。

任
期　

　
令
和
8
年
10
月
1
日
～
令
和
12
年
9
月

30
日
（
4
年
間
）

問
総
務
課
庶
務
係

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

大
規
模
な
土
地
取
引
に
つ
い
て

河島　仁　氏

　
北
海
道
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
問
題

に
詳
し
い
経
験
豊
か
な
「
あ
っ
せ
ん
員
」

が
、当
事
者
双
方
か
ら
お
話
を
う
か
が
い
、

問
題
点
を
整
理
し
た
う
え
で
助
言
な
ど
を

行
い
、
歩
み
寄
り
に
よ
る
解
決
を
図
る

「
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ
て
お
り
ま
す
。「
あ
っ

せ
ん
」
の
利
用
は
無
料
で
、
迅
速
な
解
決

を
目
指
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
W
e
b
で
「
北
海
道
労

働
委
員
会　
個
別
あ
っ
せ
ん
」
と
検
索
し

て
い
た
だ
く
か
、
次
の
連
絡
先
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
海
道
労
働
委
員
会
事
務
局
調
整
課

☎
0
1
1
‐
2
0
4
‐
5
6
6
7

時刻表はこちら→
問公共交通対策室対策係

　
紋
別
調
停
協
会
で
は
、
調
停
手
続
き
の

利
用
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
「
調
停
」
と
は
、
裁
判
の
よ
う
に
勝
ち

負
け
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
話
し
合
い

に
よ
り
お
互
い
が
合
意
す
る
こ
と
で
、
も

め
ご
と
の
解
決
を
図
る
手
段
で
す
。
調
停

手
続
で
は
、
裁
判
官
と
一
般
市
民
か
ら
選

ば
れ
た
調
停
委
員
が
も
め
ご
と
の
解
決
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
参
考
と
な
る
資
料
が

あ
れ
ば
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
す
で
に
訴
訟
・
調
停
に
な
っ
て

い
る
案
件
に
つ
い
て
の
相
談
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
24
日
㈯　
10
時
～
16
時

場
所　
紋
別
市
民
会
館

　
　
　
（
紋
別
市
潮
見
町
1
丁
目
4
番
3
号
）

相
談
内
容

　
お
金
の
貸
し
借
り
、
借
金
問
題
、
交
通

事
故
や
土
地
建
物
の
ト
ラ
ブ
ル
、
遺
産
相

続
や
家
族
間
の
も
め
ご
と
な
ど
、
調
停
手

続
き
の
利
用
に
関
す
る
こ
と

申
込
方
法　
当
日
会
場
に
て
受
付

相
談
員　
紋
別
調
停
協
会
所
属
の
調
停
委
員

主
催　
公
益
財
団
法
人
日
本
調
停
協
会
連
合
会

実
施
機
関　
紋
別
調
停
協
会

問
旭
川
地
方
裁
判
所
紋
別
支
部

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
８
５
６

無
料
調
停
手
続
相
談
会
開
催
に
つ
い
て
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①
リ
デ
ュ
ー
ス
（
R
e
d
u
c
e
）

　
ご
み
を
作
ら
な
い

・
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
ク
を
使
う
。

　
水
筒
を
持
参
す
る
。

・
紙
コ
ッ
プ
や
割
り
ば
し
な
ど
使
い
捨

　
て
の
も
の
は
使
わ
な
い
。

②
リ
ユ
ー
ス
（
R
e
u
s
e
）

　
繰
り
返
し
使
う
、
再
使
用
す
る

・
シ
ャ
ン
プ
ー
や
洗
剤
な
ど
は
、
詰
め

　
替
え
で
き
る
も
の
を
選
ぶ
。

・
中
古
品
を
活
用
す
る
。
修
理
し
な
が

　
ら
使
用
す
る
。

③
リ
サ
イ
ク
ル
（
R
e
c
y
c
l
e
）

　
再
生
利
用
、
再
資
源
化

・
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
購
入
す
る
。

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
新
聞
紙
な
ど
の
資

　
源
は
分
別
し
て
排
出
す
る
。

　

10
月
は
3
R
推
進
月
間
で
す
。
こ

の
機
会
に
3
R
の
取
り
組
み
を
意
識

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
の
質
問
が

　
あ
り
ま
し
た
ら
、
環
境
衛
生
係
ま
で

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
町
民
一
人
ひ
と

　
り
の
心
が
け
が
、
ご
み
の
減
量
化
と

　

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
つ
な
が
り
ま

　
す
。
ご
み
の
適
切
な
分
別
を
よ
ろ
し

　
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
住
民
生
活
課
環
境
衛
生
係

《
シ
リ
ー
ズ
》

　
　
ご
み
の
出
し
方
Q
&
A

　
環
境
衛
生
係
が
「
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
」
に
つ
い
て
、
よ
く
あ
る
質
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

質
問
１

　
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
布
団
の
捨
て
方
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

回
答
１

　
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
布
団
は
粗
大
ご
み
に

な
り
ま
す
。
し
っ
か
り
縛
っ
て
、「
粗

大
ご
み
シ
ー
ル
」
を
貼
り
付
け
て
「
燃

や
せ
る
ご
み
」
の
収
集
日
に
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
（
粗

大
ご
み
は
材
質
に
応
じ
て
「
燃
や
せ
る

ご
み
」
か
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
の
収

集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
）。

　
「
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
（
3
0
0
円
）」

は
、
指
定
袋
販
売
店
で
購
入
し
、
風
な

ど
で
は
が
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り

貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
布
団
は
濡
れ
て
し

ま
う
と
収
集
が
困
難
に
な
る
の
で
、
雨

の
日
は
な
る
べ
く
避
け
て
く
だ
さ
い
。

質
問
２

　
ご
み
を
減
ら
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
で
し
ょ
う
か
。

回
答
２

　
次
の
よ
う
な
3
R
の
取
り
組
み
を

参
考
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

ま
し
ょ
う
。

「健全化判断比率」と「資金不足比率」の公表について
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」は、地方公共団体の決算状況を財政健全化の指標（健全化
判断比率・資金不足比率）で表すもので、雄武町の財政健全化の指標を令和7年度決算状況に基づき算定
しましたので、お知らせします。
　なお、資金不足比率については、簡易水道事業会計、公共下水道事業会計、国民健康保険病院事業会計の
いずれの会計においても資金不足がないため、それぞれの比率は生じません（町ホームページにも掲載して
います）。
　国が示す早期健全化基準を下回り、町の財政状況は「健全」であると判断できますが、雄武町の財政状況
が厳しい状況であることに変わりはなく、今後も財政の健全化に努めてまいります。
令和 7 年度　健全化判断比率

比率の種類 雄武町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 －
（－） 15％ 20％

連結実質赤字比率 －
（－） 20％ 30％

実質公債費比率 8.1
（7.9） 25％ 35％

将来負担比率 －
（－） 350％

※「－」は比率が生じないことを表します（括弧内は前年度数値）。雄武町は実質赤字、連結実質赤字およ
び将来負担比率が発生しませんので、それぞれの比率は算定されませんが、比率が早期健全化基準を上回る
と、状態が良くないことを表し、財政再生基準を上回ると、深刻な状況であることを表します。
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世界を変えた「凡ミス」図鑑（近藤 仁美）
入院・転院・退院の困りごと完全解決 !（岡江 晃児）
朱天の都（加賀谷 きよい）
龍の隠し子（紺野 天龍）
二月に憂鬱な君へ（西條 奈加）
目が（背筋）
県警の番人（天祢 涼）
ここが終の住処かもね（久田 恵）
王国（湊 かなえ）
後ろ前の死人（風野 真知雄）
君が代から神が代へ（森井 啓二）

ほか多数

性格ってなんだろう ?（小塩 真司）
ねこバスツアー（くさか みなこ）
きゅうり（長谷川 義史）
わたし初音ミクこまっているの（たなか ひかる）
おまつりって、こわい ?（樋勝 朋巳）
どんなごちそうたべた ?（アリス・ホフマン）
やさいだいすきだワニ（タンム・ニュウ）
いのちのたべもの（中川 ひろたか）
死神（川端 誠）
ケチャップマン 2（鈴木 のりたけ）
ハンギョ（ツジの カナ）

ほか多数

今月の新着図書

図書館情報

ゆ～とぴあ  NEWS

今年も開催！「ハロウィンパーティ２０２６」
　本を借りて、館内にあるクイズに挑戦しましょう。クイズに答えるとお菓
子がもらえます。さらに、全問正解でおまけのお菓子ももらえます。ハロウィ
ンに関する本の展示や、写真撮影を楽しめるフォトブースも用意しています
ので、ぜひご来館ください。詳しくは 14 ページをご覧ください。
日　時　　10 月 25 日㈰　10：00 ～ 18：00

ボードゲーム交流会「あそびつくそう ボードゲーム」
　約 30 種類あるゲームの中から、気になるもので遊んでみましょう。旭川
市立大学ボードゲーム同好会の皆さんが、各ゲームの進行をサポートしてく
れますので、経験者の方はもちろん、初心者の方も大歓迎です。
日　時　　11 月 15 日㈰　13：00 ～ 17：00　※入退室自由
対　象　　どなたでも（申込不要）

雄武町図書館（雄武町末広町二区）
☎0158－84－2404
10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日、祝日）
休館日　月曜日、年末年始、
　　　　蔵書点検期間

ht tps : / /www.
t o w n . o u m u .
h o k k a i d o . j p /
kanko_bunka_
sports/toshokan/
index.html

図書館ホームページ

一般図書（      ）（      ） 児童図書（      ）（      ）

Newly-imported books

ゆめみるねこ
たけい なぎ / 作

　 家ねこのギネスくんとピム
スくんは、おうちの外を知
らない。不思議な力で外の
世界をのぞきに行くと、そ
こでいろいろな動物たちの

「こんなふうになりたい」と
いうゆめに出会い…。7 歳の
画家による、初の絵本。

陽子さんはお元気ですか？
山内 マリコ / 著

58 歳の専業主婦、陽子。息
子が連れてきた彼女の価値観
に触れ、息子の横柄な態度や
夫の顔色をうかがう生活に疑
問を持ち始める。いつからか
人生の裏方となってしまった
自分に、再びスポットライト
をあてる。

👻🎃

暮らしの

年金情報令和 9 年分公的年金等の受給者の扶養親族等申告書の提出について

　公的年金について源泉徴収の対象となる方には、令和９年分の「扶養親族等申告書」が令和８年９月７日
から順次送付されています。
　お手元に届きましたら、内容を確認し、各種控除に該当する方は、記載されている期限内に提出してくだ
さい。期限に間に合わない場合でも、なるべく早く提出してください。
※源泉徴収の対象とならない方には、申告書は送付されません。

～源泉徴収の対象となる条件～
　老齢または退職を支給事由とする年金（老齢福祉年金を除く）を受け取っており、年金額が以下に該当す
る方が対象です。

【源泉徴収の対象となる年金額】
令和９年分以降 令和８年分まで（参考）

65 歳未満の方 98 万円 155 万円

65 歳以上の方 148 万円 205 万円

退職共済年金の受給者であって、
老齢基礎年金が支給されている方

退職共済年金の年金額
70 万円以上

退職共済年金の年金額
127 万円以上

　住民税の課税対象となる可能性がある方（単身者の住民税非課税限度額の最低額以上の方）であっても、
前年以前に扶養親族等申告書を電子申請で提出した方や、ねんきんネットにおいて申告書のペーパーレス化
登録をされている方へは申告書が送付されません。下記の「マイナポータルを利用した扶養親族等申告書の
電子申請」をご確認ください。

〇紙の扶養親族等申告書の提出方法
　扶養親族等申告書に必要事項を記入のうえ、同封されている返信用封筒に切手を貼って、ポストに投函し
てください（普通郵便の場合は、110 円切手です）。

〇マイナポータルを利用した扶養親族等申告書の電子申請
　日本年金機構から扶養親族等申告書のお知らせを送付しており、マイナポータルとねんきんネットを連携
している方は、スマートフォンやパソコンから電子申請により簡単に手続きができます。
　電子申請により提出した方は、紙の申告書の提出は不要です。翌年以降は、マイナポータルのお知らせで
案内があります（紙の申告書は送付されません）。

問北見年金事務所国民年金課
☎０１５７ ‐ ２５ ‐ ８７０３

（自動音声案内 2 → 2）
問住民生活課戸籍住民係
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ホテル日の出岬からのお知らせ

オホーツク温泉ホテル日の出岬
☎0158 ‐ 85‐ 2626

交通事故は、突然起こります。
自分は気をつけて運転してい

ても、予期しないところで事故に巻
き込まれてしまうこともあります。
　万が一、交通事故の被害に遭って
しまった場合、けがの治療やリハビ
リを進めながら、相手方や保険会社
との間で慰謝料、治療費、休業損害
などの示談交渉を行わなければなり
ません。痛みや不安を抱えながら、
相手方や保険会社と直接やり取りを
するのは、精神的にも非常に大きな
負担となります。
　このような場合、弁護士に示談交
渉を依頼すれば、相手方との煩わし
い連絡や面倒な交渉手続きをすべて
弁護士に任せることができます。連
絡の窓口を弁護士に一本化すること
で、ご自身は安心して治療や日常生
活への復帰に専念することが可能に
なります。
　また、弁護士が代理人となって交

渉を行う場合、「裁判基準（弁護士
基準）」を用いて賠償額を算定・請
求できる点も大きなメリットです。
保険会社が最初に提示してくる示談
金額は自社の独自基準に基づくこと
が多く、裁判基準よりも低く抑えら
れているケースが少なくありませ
ん。弁護士が交渉に入ることで、適
正な賠償額への増額が期待できま
す。さらに、治療を継続してもけが
が完治せず後遺症が残ってしまった
場合にも、適正な「後遺障害等級」
の認定を受けるための手続きや申請
資料の収集について、法的なアドバ
イスを受けることができます。
　「弁護士費用が高いのでは？」と
心配される方もいらっしゃると思い
ます。そんなときに役立つのが、自
動車保険の「弁護士特約」です。こ
の特約を利用すれば、原則として一
定額（多くは300万円）までの法
律相談料や弁護士費用が保険でカ

バーされるため、多くのケースでは
自己負担なしで弁護士に依頼するこ
とができます。ご自身の保険だけで
なく、同居のご家族の保険について
いる特約が使えるケースもあります
ので、ぜひ加入している保険の内容
をご確認ください。
　交通事故の示談は、一度合意が成
立してしまうと、後から内容を変更
したり、やり直したりすることは原
則としてできません。早めに弁護士
に相談しておくことで、今後の見通
しや適切な対応策の助言を得ること
ができます。適正な補償を受け、安
心して元の生活に戻るためにも、ま
ずはお気軽にご相談ください。

なるほど ! くらしの法律相談【 第 174 回 】

今月の担当

久住  和輝  弁護士
紋別ひまわり基金法律事務所

子育て支援センターだより　子育て支援センター（若草保育所内）☎ 0158 ‐ 84 ‐ 4366

無料法律相談会　11 月 10 日㈫　雄武町地域交流センター 2 階
（事前予約制）　予約受付：紋別ひまわり基金法律事務所　☎ 0158 ‐ 26 ‐ 2277
※今月の広報担当弁護士が、無料法律相談会を担当するとは限りません。

　暑かった夏が終わり、風がひんやりと冷たく感じるようになってきました。子育て支援センターでは、今年
も水遊びを楽しみました。0 歳児は、初めての水遊びでは、元気な泣き声が響きました。1・2 歳児は、オモチャ
などを使って遊び、夏を全身で楽しみました。どんなことでも「はじめてのこと」には勇気が必要ですが、さ
まざまな体験をして大きく育っていきましょうね。

《砂場で育つたくましさ》
　先日、仲良し親子教室の「こぐまコース」では、保育所の一角にある砂場で
自由に遊びました。1・2 歳児は、自分の背丈と同じくらい長いスコップを手
に持って砂をザクザクしてみたり、おしりが付かないようにしゃがみ、小さな
スコップでバケツの中に砂を入れるのを楽しんでいました。また、別の日には、
大人が砂山を作ると「砂山を乗り越えたい」とママに手を支えてもらいながら
挑戦する子の姿がありました。そのすぐ後ろでは、「がんばって！」と応援す
るかのように、お友だちが小さな手をめいいっぱい伸ばしていました。砂場は
小さい子にとって歩くことでさえも大変です。「どすん！」と尻もちを付いても自分で立ち上がろうと頑張る
我が子を「多少汚れても大丈夫」とほほえましく見守る母親たちの姿もみられ、改めて砂場遊びの良さを感じ
られた出来事でした。

 レストラン「藍」10 月のおすすめ　（すべて税込み）

味噌煮かつ定食
1,200 円

たっぷりキノコのあんかけチャーハンセット
1,200 円

トムヤムうどん
1,100 円

 秋限定‼葡萄のタルト　（すべて税込み 700 円）

ナガノパープルシャインマスカット

土日祝日のみ、10 月中旬まで販売予定です。ご予約も承ります。

 秋・冬宴会プランのご案内　（おひとり様 6,300 円（税込み））
和洋中盛り合わせ 8 品
・中華風お刺身サラダ
・鶏モモのディアブル
・イカと野菜の辛子炒め
・白身魚のポワレ（桜エビの焦がしバターソース）
・もつ鍋
・茶碗蒸し
・鰻のひつまぶし風ご飯
・アイス大福

 夕食 秋・冬メニューのご案内　（おひとり様 6,500 円（税込み））
和洋各自盛料理 9 品
・前菜 4 種盛り合わせ
・お刺身盛り合わせ
・石狩鍋バター風味
・白身魚の南蛮漬け
・茶碗蒸し
・牛肉と玉ねぎのバラ焼き風
・あさりと北海道昆布の混ぜご飯
・お吸い物
・本日のデザート
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Everyone's infirmary　～みんなの保健室～

ふるやま
あきと くん

ますざわ
みお ちゃん

Kidsわんぱくキッズ（若草保育所）～おおきくなったら～

よ
う
ち
え
ん
の
先
生

白
バ
イ
に
の
る
人

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、

イ
ベ
ン
ト
や
観
光
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
続

い
て
い
ま
す
。

　
8
月
に
は
、
道
の
駅
お

う
む
で
「
ア
ロ
マ
サ
シ
ェ

づ
く
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
雄
武
の
ホ

タ
テ
の
貝
殻
を
土
台
に
、
好
き
な
色
や
香

り
、
花
材
を
選
ん
で
作
る
体
験
で
す
。
事

前
に
行
っ
た
モ
ニ
タ
ー
体
験
で
の
意
見
を

も
と
に
工
程
や
材
料
の
量
な
ど
を
見
直

し
、
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
当
日
は
町
内

外
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
実
際
に

開
催
し
た
こ
と
で
、
体
験
時
間
や
開
催
場

所
な
ど
、
今
後
に
向
け
た
課
題
も
見
え
て

き
ま
し
た
。

　

9
月
の
「
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
」
で

は
、
3
つ
折
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
会
場
内
の
案
内
表
示
な
ど
を
制

作
。今
年
初
め
て
実
施
し
た「
雄
宝
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
」
で
は
、
事
前
申
込
者
の
抽
選
や

参
加
証
、
当
日
の
抽
選
く
じ
、
受
付
に
必

要
な
掲
示
物
な
ど
の
準
備
を
担
当
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
企
画
だ
っ
た
た
め
、
当
日

Activity Report
地域おこし協力隊　～活動レポート～地域おこし協力隊　～活動レポート～

の
流
れ
を
想
像
し
な
が
ら
必
要
な
も
の
を

一
つ
ず
つ
確
認
し
、
本
番
を
迎
え
ま
し

た
。
当
日
は
実
行
委
員
会
テ
ン
ト
で
ち
ゃ

ん
ち
ゃ
ん
焼
き
の
販
売
も
行
い
ま
し
た
。

　
「
雄
武
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
作

品
募
集
を
終
え
、
現
在
は
審
査
に
向
け
た

準
備
中
で
す
。
応
募
作
品
の
保
存
や
デ
ー

タ
入
力
、
写
真
の
ト
リ
ミ
ン
グ
、
解
像
度

の
確
認
・
調
整
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

審
査
後
に
は
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
写
真

を
選
び
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
制
作
し
ま
す
。

例
年
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
る
方
も
多
い

た
め
、
季
節
感
や
写
真
の
組
み
合
わ
せ
、

レ
イ
ア
ウ
ト
も
含
め
毎
年
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
制
作
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
現
在
は
、
10
月
25
日
㈰
に
図
書

館
が
開
催
す
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト

に
、
協
力
隊
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
参
加

す
る
た
め
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
当

日
は
、
図
書
館
に
よ
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や

フ
ォ
ト
ブ
ー
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
協
力
隊
は
キ
ャ

ン
ド
ル
作
り
を
担
当
し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ

ベ
ン
ト
全
体
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

栁
原
栁
原  

綾
佳
綾
佳    

さ
ん
さ
ん

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を

　
順
番
に
担
当
し
て
い
ま
す
。お
楽
し
み
に
。

　
順
番
に
担
当
し
て
い
ま
す
。お
楽
し
み
に
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊  

観
光
支
援
員

観
光
支
援
員

地域おこし協力隊
Instagram
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第 355 回

雄高 FILE 校訓「風に立て」OUMU High School
11 日日 見学旅行（２年生）　～ 15 日木
22 日木 成果発表会（3 年生）
28 日水 環境の日・きらめき我が町事業（花壇整備）
30 日金 体育祭
31 日土 進研模試

◉ Hokkaido Study Abroad Program 留学生来校　9/8 日㈫・9 日㈬
　北海道大学大学院から留学生の HUMAIRA ZAKFA（フマイラ・ザルファ）さんが来
校されました。 全校生徒による歓迎会を行ったあと、1・2 年生の「英語コミュニケーショ
ン」や 3 年生の「生物」の授業に参加し、生徒たちと楽しく交流しました。歓迎会では
自己紹介を兼ねて母国インドネシアの紹介をしていただいたほか、授業では「S

ス ラ マ ッ
elamat 

p
パ ギ
agi（おはよう）」「T

テ リ マ
erima k

カ シ
asih（ありがとう）」といった簡単なインドネシア語の挨

拶を教えていただきました。今回の交流で特に印象的だったのは、生徒たちのコミュニケーションに対する積極
的な姿勢です。流暢な英語ではなくても、身振り手振りを交えながら一生懸命に意思疎通を図ろうとする姿が、
校内のあちこちで見られました。多様な文化やバックグラウンドを持つ方とふれあい、失敗を恐れずに挑戦した
経験は、生徒たちの視野を広げ、大きな成長につながったと感じています。

◉一日防災学校　9/9 ㈬
　全校生徒を対象とした「一日防災学校」を実施しました。1 時間目は「シェイクアウ
ト訓練」に始まり、日本赤十字北海道看護大学の根本昌宏教授をお招きし、「災害時の
避難の在り方と避難所の QOL」をテーマにご講話いただきました。 2 時間目以降は学
年ごとに分かれ、1 年生は「救助・搬出体験、避難所の受付設営」、2 年生は「避難所
の設営の技術学習と設営体験」、3 年生は「避難所運営シュミレーションと設営の評価」
と実践的な取り組みを行いました。また、4 時間目には全校生徒で「防災クッキング」に挑戦しました。外部の
専門家の方々から、リアルで実践的な知識を学ぶ貴重な一日となりました。

◉雄高キャンパス　9/11 ㈮
　中学 3 年生 26 名と保護者の皆さまをお迎えし、「雄高キャンパス」を開催しました。
前日から、生徒会執行部の生徒たちが「笑顔でおもてなし」を合言葉に準備を進め、当
日は、学校行事の紹介や授業見学の案内役として、頼もしく活躍してくれました。 参
加した中学生からは、「音楽Ⅰ」や「数学Ⅱ」の授業見学、遠隔配信授業の体験を通して、

「高校の授業は面白そう」「難しそうで少し不安」といったリアルな感想が寄せられまし
た。また、「おうむ学」の取り組み紹介では、生徒が商品開発した「おうむマン」の試食なども行われ、和やか
な雰囲気となりました。今回の雄高キャンパスを通して、本校の魅力やあたたかい雰囲気が少しでも伝わってい
れば幸いです。

オホーツク紋別空港ダイヤ 無料空港送迎バス時刻表

紋別バスターミナル発 11：40

紋別空港着 12：01

紋別空港発 12：35

紋別バスターミナル着 12：56

※運航時間についてはオホーツク紋別空港ホームページ（https://www.ok-m.jp/）などでご確認ください。

10
月
の
行
事
予
定

375 便　羽田発　10：35　→　紋別着　12：20
376 便　紋別発　13：00　→　羽田着　14：50
※ 10 月 25 日㈰から、376 便の発着時刻が下記のとおり変更と
　 なりますので、ご注意ください。
376 便　紋別発　13：05　→　羽田着　14：55

 ☞ 官公庁への苦情、意見、相談　☎ 84-3402

 ☞ 今月の町税の納期　問財務政策課収納係

 ☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-25-8703

 ☞ 戸籍の窓口（8 月 26 日～ 9 月 27 日）※敬称略

 ☞ 人口と世帯数（9 月 27 日現在）※住民基本台帳人口 開
催
場
所　
♡
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
☆
風
の
子
児
童
セ
ン
タ
ー

10 月 8 日㈭ ♡はじめてのお誕生会 10：00 ～

9 日㈮ ♡仲良し親子教室 10：30 ～

10 日㈯ ☆お泊り会 17：45 ～

11 日㈰ ☆お泊り会 ～ 9：00

14 日㈬ ♡仲良し親子教室 10：30 ～

15 日㈭ ☆けん玉検定 16：00 ～

16 日㈮ ☆仲良し親子教室
　「親子レク練習」 10：30 ～

17 日㈯ ☆卓球教室 14：00 ～

19 日㈪ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

21 日㈬ ♡仲良し親子教室 10：30 ～

22 日㈭ ♡読み聞かせフムフムの会 11：00 ～

23 日㈮ ♡仲良し親子教室 10：30 ～

26 日㈪ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

28 日㈬ ♡仲良し親子教室 10：30 ～

30 日㈮ ☆仲良し親子教室
　「親子レクリエーション」 10：00 ～

11 月 2 日㈪ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

4 日㈬ ♡仲良し親子教室 10：30 ～

6 日㈮ ♡仲良し親子教室 10：30 ～

人　口　　3,910 人（日本人 3,577 人、外国人 333 人）
　　　　　 （前月比 1 人減 / 前年比 126 人減）
　男　　　1,877 人（日本人 1,780 人、外国人 97 人）
　　　　　 （前月比 5 人減 / 前年比 49 人減）
　女　　　2,033 人（日本人 1,797 人、外国人 236 人）
　　　　　 （前月比 4 人増 / 前年比 77 人減）
世帯数　　2,217 戸（日本人 1,895 戸、外国人 322 戸）
　　　　　 （前月比 3 戸減 / 前年比 52 戸減）

◉お悔み申し上げます（死亡）
　藤田　和範　　75 歳（潮見町）
　高宮　泰一　　91 歳（東浜町）
　佐藤　キヨイ　92 歳（末広町二区）
　成田　繁夫　　94 歳（魚田）

 ☞ 寄附（8 月 24 日～ 9 月 24 日）※敬称略

◉社会福祉協議会へ
　佐藤　淳一　（末広町二区）
◉デイサービスセンターへ
　佐藤　淳一　（末広町二区）

行政相談所　　10 月 13 日㈫、11 月 10 日㈫
　　　　　　　13：30 ～ 15：30　役場町民ホール
行政相談委員　近江谷　春夫

町道民税（第 3 期分）、国民健康保険税（第 4 期分）
町税は納期内にきちんと納めましょう。
口座振替日　10 月 28 日㈬
※納期内に納税できない事情のある方は、事前に収納係に
　ご相談ください。
※町税の納付には、手続きが簡単で便利な口座振替制度を
　ご利用ください。

◎診察の受付時間　 8：30 ～ 11：30
13：30 ～ 16：00

内 科

外 科

整 形 外 科

消化器内科

循環器内科

秀 毛 医 師
毎週木曜日は町内施設回診のため 14 時 15
分から不在となります。
6 日㈫から 9 日㈮まで終日不在となります。

大 野 医 師 毎週火曜日は往診のため 13 時から 2 時間
程度不在となります。

磯 部 医 師 毎週木曜日午前は出張診療のため不在とな
ります。

※診療時間内であっても、検査対応医師は診療できない
　ことがあります。

小 児 科
毎週月曜日は 1 日診療（午前診療、午後予
防接種）となります。
9 日㈮、23 日㈮は午後の診療となります。

耳 鼻 咽 喉 科 毎週木曜日 14 時からの診療となります。

10 月 14 日㈬　13：00 ～ 17：00
15 日㈭　 9：00 ～ 14：30

　　　　　　　紋別市民会館

防災行政無線が聞き取れなかったときは
０１５８－８４－２５２３

テレホンサービスで確認を！！
※通信料金がかかります

　国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります   ）

　イベントカレンダー

こんなに便利マイナンバーカード
マイナンバーの提示と本人確認を求められたとき 1
枚で済ませることができるのがマイナンバーカード
です。ぜひ申請しましょう。

問住民生活課戸籍住民係

☆こんにちは赤ちゃん（出生）
　毛利　有

ゆうしん
伸　（宗義・実菜江 / 男 / 末広町二区）

♡末永くお幸せに（婚姻）
　佐々木　広太郎（新町）/ ゴー・ティ タインタオ（新町）
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❖編集後記
Editor's note

▼朝晩の冷え込みが少しずつ厳しくなり、季
節の変化を感じるようになりました。今年も
残すところあと 3 か月。時間が過ぎるのは
早いものです。年末になって慌てることのな
いよう、今のうちから少しずつ身の回りのこ
とを片付けていきたいと思います。（舘田）

　雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい自然
を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、郷土愛
にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわせのため、 
一すこやかに、なごやかに、まめやかに一 励まし合い、
希望と自信をもって、生きがいのある生活につとめ、
たしかな未来につながる信条をかかげて、朝夕守りと
おすことを誓い合います。

雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）

今
回
取
材
に
応
じ
て
く
れ
た
の
は
、
雄
武

町
卓
球
協
会
に
所
属
す
る
雄
武
中
学
校

の
長
澤
琉
生
さ
ん
（
中
学
1
年
）
と
小
野
詩
菜

さ
ん
（
中
学
2
年
）
で
す
。

　
9
月
5
日
㈯
か
ら
6
日
㈰
に
北
ガ
ス
ア
リ
ー

ナ
札
幌
46
（
中
央
体
育
館
）
で
開
催
さ
れ
た
北

海
道
卓
球
選
手
権
大
会
（
カ
デ
ッ
ト
の
部
）
兼

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
カ
デ
ッ
ト
の
部
）

北
海
道
予
選
大
会
で
は
、
長
澤
さ
ん
が
13
歳
以

下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
ベ
ス
ト
8
に
入
り
、
代

表
決
定
戦
を
勝
ち
抜
き
、
小
野
さ
ん
は
14
歳
以

下
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
第
3
位
と
な
り
ま
し

た
。

　
二
人
は
と
も
に
卓
球
歴
6
年
。
長
澤
さ
ん
は

従
兄
弟
、
小
野
さ
ん
は
姉
と
母
の
影
響
で
卓
球

を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
「
一
緒
に
全
国
大

会
に
行
こ
う
」と
練
習
を
重
ね
て
き
た
二
人
が
、

今
回
そ
ろ
っ
て
全
国
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し

た
。

　
予
選
大
会
に
つ
い
て
、
長
澤
さ
ん
は
「
得
意

な
ラ
リ
ー
で
勝
負
で
き
る
よ
う
、
従
兄
弟
や
大

学
生
に
も
練
習
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
今
大
会

に
臨
み
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
4
に
入
っ
て
ス
ト

レ
ー
ト
で
全
国
を
決
め
た
か
っ
た
で
す
が
、
流

れ
に
う
ま
く
乗
れ
ず
、
ベ
ス
ト
8
か
ら
の
代
表

決
定
戦
で
な
ん
と
か
勝
ち
抜
く
こ
と
が
で
き
、

無
事
全
国
に
行
け
て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
振
り

返
り
、
小
野
さ
ん
は
「
初
め
て
全
国
に
い
け
る

の
で
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
こ
の
大
会
に
か
け

て
い
て
、
遠
征
も
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。
新
し

い
サ
ー
ブ
も
身
に
つ
け
、
試
合
中
に
手
ご
た
え

が
あ
り
、
練
習
の
成
果
が
実
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
試
合
前
に
は
、
練
習
を
支
え
て
く
れ
た

先
生
や
母
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
確
認

し
、
自
分
を
勇
気
づ
け
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
コ
ー
チ
の
山
崎
千
春
さ
ん
は
、
長
澤
さ
ん
に

つ
い
て
「
小
学
4
年
生
の
頃
か
ら
ず
っ
と
全
国

の
舞
台
に
立
ち
続
け
て
い
ま

す
。
周
り
か
ら
『
打
倒
・
長

澤
』
と
言
わ
れ
て
い
た
中
で

も
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
ず

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
」
と
話
し
、
小
野
さ
ん
に

つ
い
て
は
「
い
つ
も
全
国
ま
で
あ
と
一
歩
で
し

た
が
、
今
回
は
実
力
と
努
力
で
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
有
言
実
行
で
き
る
頑
張
り
屋
さ
ん
で
す
」

と
話
し
ま
す
。

　
11
月
6
日
㈮
か
ら
8
日
㈰
ま
で
群
馬
県
高
崎

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
『
J
O
C

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
２
０
２
６
年

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
カ
デ
ッ
ト
の
部
）』

に
向
け
、
長
澤
さ
ん
は
「
ま
ず
は
1
勝
し
た
い

で
す
」
と
目
標
を
掲
げ
、
小
野
さ
ん
は
「
自
分

よ
り
も
上
の
選
手
が
い
る
中
で
も
、
自
分
ら
し

い
プ
レ
ー
で
頑
張
り
た
い
で
す
」
と
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
。

　
二
人
の
全
国
大
会
で
の
活
躍
に
期
待
で
す
。
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